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A日程
（1月 29 日）

2026（令和8）年度
総合文化学部・地球市民学部
一 般 入 学 試 験 問 題

国　　語
12 時〜 13 時

受験についての注意

試験開始の前に、以下の注意をよく読んでおくこと。

1．試験開始の合図があるまで、この冊子を開かないこと。

2．この冊子の問題本文は 15ページ、問題は 2問である。試験開始後問題を確認し、落丁・乱丁の
箇所があるときは手をあげて交換を求めること。

3．解答用紙は、すべてＨＢの黒鉛筆またはＨＢのシャープペンシルで記入すること。
　（万年筆・ボールペンなどを使用してはならない。）

4．解答用紙は、マーク式解答用紙のみである。試験開始の前に、マーク式解答用紙の定められた位
置に氏名及び受験番号をマーク及び記入すること。

5．解答は、解答用紙の指定された場所にマークすること。余白、裏面には何も書いてはならない。

6．試験時間中に無断で退場することはできない。

7．終了の合図があったら、ただちに筆記用具を置き、解答用紙は表を上にして置くこと。この冊子
（試験問題）は持ち帰ってよい。
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次
の
文
章
は
、
日
本
語
と
英
語
で
作
品
を
書
い
た
放
浪
の
詩
人
「
ナ
ナ
オ 

サ
カ
キ
」（
榊
七
夫
、
一
九
二
三
│
二
〇
〇
八
）
に
つ
い
て

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
よ
。〔
60
点
〕

サ
カ
キ
は
鹿
児
島
県
薩さ
つ

摩ま

郡
上
東
郷
村
（
現
在
の
薩
摩
川せ
ん

内だ
い

市
）
と
い
う
小
さ
な
村
で
、
織
物
業
に
関
係
し
た
大
家
族
の
末
っ
子
の
七

男
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
。
子
供
の
頃
か
ら
ふ
る
さ
と
の
自
然
の
な
か
で
歩
く
こ
と
を
愛
し
て
い
た
と
い
い
、
そ
れ
は
先
祖
代
々
受
け
継

が
れ
た
気
質
で
あ
る
と
自
身
で
述
べ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
中
は
一
八
歳
の
と
き
に
海
軍
に
召
集
さ
れ
、
鹿
児
島
県
出い
ず
み水
の
海
軍
航
空
隊

の
特
攻
基
地
で
レ
ー
ダ
ー
部
隊
に
所
属
し
、
そ
こ
で
の
体
験
は
後
の
作
品
に
何
度
か
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
原
爆
を
積
ん
で
長
崎
に
向

か
う
Ｂ-

二
九
爆
撃
機
を
レ
ー
ダ
ー
で
発
見
し
、
そ
の
直
後
に
長
崎
上
空
の
原
爆
に
よ
る
キ
ノ
コ
雲
を
「
ま
の
あ
た
り
」
に
し
た
体
験
が

人
生
の
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。

日
本
の
敗
戦
に
際
し
て
、
サ
カ
キ
は
神
風
特
攻
隊
の
生
き
残
り
と
と
も
に
上
官
か
ら
集
団
自
決
の
命
令
を
受
け
て
い
た
が
、
昭
和
天
皇

の
玉
音
放
送
に
よ
っ
て
集
団
自
決
を
免
れ
る
。
そ
の
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
転
々
と
し
な
が
ら
詩
人
と
な
り
、ま
た「
ソ
ロ
ー
の
よ
う
に
、

日
本
全
国
の
山
や
川
を
調
べ
る
非
公
式
の
調
査
官
」
に
も
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
も
放
浪
の
旅
を
重
ね
、
ヒ
ッ
ピ
ー
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
は

指
導
的
メ
ン
バ
ー
と
な
り
共
同
体
生
活
を
送
る
な
か
、
一
九
六
三
年
に
京
都
で
ゲ
ー
リ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
や
ア
レ
ン
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
な

ど
の
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ー
ト
詩
人
た
ち
と
会
い
、
以
後
、
生
涯
に
わ
た
り
シ
ン
コ
ウ
を
深
め
た
。
鹿
児
島
県
の
ト
カ
ラ
列
島
に
あ
る
諏す

訪わ

之

瀬
島
で
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
の
共
同
生
活
や
、
日
本
各
地
で
環
太
平
洋
の
自
然
を
守
る
運
動
を
続
け
る
な
か
、
一
九
六
九
年
以
降
は
繰
り
返

し
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
洞
窟
や
う
ち
捨
て
ら
れ
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
ヒ
ッ
ピ
ー
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
な
ど
、
各
地
を
転
々
と
放
浪
し
そ
の
一
生

は
伝
説
的
と
な
っ
た
。
詩
人
と
し
て
の
自
ら
の
作
品
を
残
し
な
が
ら
、
ス
ナ
イ
ダ
ー
の
代
表
作
『
亀
の
島
』
の
翻
訳
者
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
。
生
涯
に
わ
た
り
自
然
と
人
間
と
の
根
源
的
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
た
多
く
の
詩
を
発
表
し
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
自
然
保
護
運
動

を
展
開
し
た
。
そ
し
て
、
死
後
は
遺
言
に
よ
り
太
平
洋
に
散
骨
さ
れ
、
自
ら
太
平
洋
を 
A

 

存
在
と
な
っ
た
。
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サ
カ
キ
の
「
数
学
よ
歩
け
」
と
い
う
詩
に
あ
る
、1
「
一
日
に　

三
㎞
、
四
〇
年
歩
い
て
人
は
地
球
を
一
周
す
る 

／ 

一
日
に　

三
〇
㎞
、

三
六
年
歩
い
て
人
は
月
に
到
着
す
る
」（『
コ
コ
ペ
リ
』）
と
い
う
表
現
か
ら
も
連
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
サ
カ
キ
は
毎
日
多
く
の
距
離
を
歩
い
た

詩
人
で
あ
る
。
サ
カ
キ
の
詩
は
、
環
太
平
洋
の
場
所
と
文
化
の
融
合
の
賜
物
で
あ
り
、
広
大
な
土
地
を
サ
カ
キ
が
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
詩

が
う
ま
れ
た
。
サ
カ
キ
の
英
語
詩
集
『
鏡
割
る
べ
し
』
の
序
文
と
し
て
ス
ナ
イ
ダ
ー
が
書
い
た
サ
カ
キ
の
紹
介
文
で
は
、
サ
カ
キ
の
半
生

と
詩
の
特
質
を
「
足
で
か
か
れ
た
詩
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

彼
の
詩
は
手
や
頭
で
か
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、2
足
で
も
っ
て
か
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
坐ざ

禅ぜ
ん

か
ら
生
ま
れ
、
歩
く
こ

と
か
ら
生
ま
れ
、生
き
る
た
め
に
生
き
た
命
の
足
跡
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、知
性
や
文
化
の
た
め
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
か
ら
生
ま
れ
た
知
性
は
深
く
、
そ
の
文
化
は
深
遠
で
あ
る
。
こ
の
種
の
知
性
と
文
化
は
ま
さ
に
中
国
や
日
本
の
人
々
が
何
千
年
に

も
わ
た
っ
て
、
学
ぶ
こ
と
と
文
化
の
真
の
意
味
と
し
て
理
解
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ナ
ナ
オ
・
サ
カ
キ
の
独
立
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
は
そ
の
携
帯
用
具
一
式
の
中
に
荘
子
、
謝
霊
運
、
臨
済
、
役
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
、
西
行
、
一
休
、
芭
蕉
、
良
寛
、
一
茶
と
い
う
縁
を
携
え
て
い
る
。

（「
歩
い
て
生
ま
れ
る
」
よ
り
）

中
国
や
日
本
に
は
、
歩
く
こ
と
で
生
ま
れ
る
思
想
や
文
学
の
伝
統
が
あ
り
、
そ
れ
は
近
代
以
降
の
思
想
・
文
学
に
も
そ
の
伝
統
は
受
け

継
が
れ
た
。
引
用
文
で
最
初
に
名
前
の
あ
る
荘
子
（
紀
元
前
三
六
九
年
頃
│
紀
元
前
二
八
六
年
頃
）
と
は
、
あ
る
が
ま
ま
の
「
無
為
自
然
」
を

基
本
と
し
、
人
為
を
忌
み
嫌
っ
た
古
代
中
国
の
思
想
家
。
謝
霊
運
（
三
八
五
│
四
三
三
）
は
「
山
水
詩
」
の
祖
と
さ
れ
る
古
代
中
国
の
詩
人
。

臨
済
（
生
年
不
詳
│
八
六
七
）
は
禅
仏
教
の
臨
済
宗
の
開
祖
で
あ
る
中
国
の
禅
僧
。
役
行
者
（
役え
ん
の小お

角づ
ぬ

、
六
三
四
│
七
〇
一
）
は
修
験
道
の
開
祖

と
さ
れ
る
飛
鳥
時
代
の
日
本
人
。
西
行
は 

X

。
良
寛
（
一
七
五
八
│
一
八
三
一
）
は
曹
洞
宗
の
禅
僧
で
も
あ
っ
た
歌
人
。
松
尾
芭
蕉

（
一
六
四
四
│
一
六
九
四
）
は
『
奥
の
細
道
』
で
知
ら
れ
る
俳
人
。
小
林
一
茶
（
一
七
六
三
│
一
八
二
八
）
は
、 

Y

。
ま
た
、
こ
の
伝
統
に
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連
な
る
人
物
と
し
て
、
大
正
・
昭
和
の
俳
人
で
、

Z

 

種
田
山
頭
火
（
一
八
八
二
│
一
九
四
〇
）
な
ど
も
名
前
を
加
え
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
名
前
の
挙
が
っ
た
人
物
の
多
く
が
仏
教
と
関
連
が
深
く
、
ま
た
人
生
に
お
い
て
多
く
歩
い
た
先
人
た
ち
が
含
ま
れ
て
い
る
。
サ

カ
キ
が
歩
く
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
一
因
は
そ
こ
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
歩
く
こ
と
は
仏
教
修
行
の
中
心
的
な
位
置
を
し
め
て
お
り
、

昔
の
修
行
僧
は
道
を
求
め
て
各
地
の
寺
を
渡
り
歩
い
た
。
本
気
で
道
を
求
め
る
も
の
は
、
一
カ
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
各
地
を
歩
き
、

重
ね
て
い
く
雲
、
流
れ
る
水
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
「
雲
水
」
で
あ
り
、
歩
く
行
為
自
体
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
い
う
。
サ
カ
キ
自
身
は
、

浄
土
宗
の
家
庭
に
生
ま
れ
育
っ
た
が
、
形
式
的
な
仏
教
や
政
治
権
力
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
仏
教
に
は
関
心
が
無
か
っ
た
。
サ
カ
キ
が

関
心
を
抱
い
て
い
た
の
は
、
臨
済
宗
の
開
祖
、
臨
済
で
あ
り
、
臨
済
が
農
夫
の
出
身
で
「
イ
ン
テ
リ
」
で
は
な
か
っ
た
点
と
、
日
々
の
実

践
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
悟
り
の
境
地
」
を
目
指
す
点
に
お
い
て
共
感
を
示
し
て
い
る
。
サ
カ
キ
に
と
っ
て
は
歩
く
こ
と
が
禅
仏
教
に
も

共
通
す
る
人
生
の
実
践
で
あ
っ
た
。

（
中
略
）

サ
カ
キ
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
環
太
平
洋
文
化
」
に
つ
い
て
中
国
や
日
本
の
詩
と
等
し
く
と
く
に
関
心
を
寄
せ
た
の
は
、
ス
ナ
イ
ダ
ー

と
同
様
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
価
値
観
や
伝
統
で
あ
っ
た
。
サ
カ
キ
の
詩
集
『
犬
も
歩
け
ば
』
に
は
、「
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
の
詩
人
た
ち
」
と
い
う
章
が
あ
り
、
モ
ホ
ー
ク
族
の
詩
人
、
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ル
ー
・
ク
ラ
ウ
ド
と
プ
エ
ブ
ロ
族
の
詩
人
サ
イ
モ
ン
・
オ
ー

テ
ィ
ー
ズ
の
詩
の
原
文
と
サ
カ
キ
に
よ
る
日
本
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
詩
人
と
日
本
か
ら

の
訪
問
者
サ
カ
キ
と
の
交
流
と
絆き
ず
なが

描
か
れ
て
い
る
が
、
オ
ー
テ
ィ
ー
ズ
の
詩
に
は
「
氷
河
期
／
北
東
ア
ジ
ア
／
あ
の
記
憶
す
べ
き
／
共

通
の
起
源
／
僕
は　

信
じ
る
と
も
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
が
陸
橋
だ
っ
た
お
よ
そ
一
万
年
前
か
ら
二
万
年
前

の
氷
河
期
に
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
先
祖
が
陸
地
化
し
た
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
（
ベ
ー
リ
ン
ジ
ア
）
を
渡
り
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
や
っ
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て
来
た
と
す
る
学
説
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
か
ら
は
、
サ
カ
キ
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
詩
人
た
ち
と
が
、 

B

 

の
よ
う
な
存
在
と
し
て
親
し
く
接
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。

広
大
な
土
地
を
歩
い
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
中
で
も
、
サ
カ
キ
が
繰
り
返
し
用
い
た
の
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の

複
数
の
部
族
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
精
霊
で
豊ほ
う

穣じ
ょ
うの
神
と
さ
れ
る3
「
コ
コ
ペ
リ
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
れ
は
詩
集
の
中
に
サ
カ
キ
自
身

に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
が
挿
入
さ
れ
、「
コ
コ
ペ
リ
」
は
詩
や
詩
集
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
繰
り
返
し
登
場
す
る
。
妖
精
で
あ
る
コ
コ
ペ
リ
は
、
触

角
の
あ
る
昆
虫
で
、
笛
を
手
に
し
、
背
中
に
背
負
っ
た
荷
物
に
は
種
が
入
っ
て
い
る
。
コ
コ
ペ
リ
は
歩
き
な
が
ら
荷
物
の
な
か
に
詰
ま
っ

た
種
を
蒔ま

い
て
い
く
が
、
そ
の
中
に
は
歌
の
種
が
入
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
自
ら
の
存
在
を
重
ね
合
わ
せ
て

い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
異
な
る
文
化
に
も
共
通
す
る
価
値
観
を
見
い
だ
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
禅
僧
と
コ
コ
ペ
リ
に
共
通
す
る
、
歩
く
こ
と
に

つ
い
て
積
極
的
な
意
味
を
見
い
だ
す
存
在
を
通
じ
て
、
古
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
文
化
の
な
か
か
ら
新
た
な
価
値
観
を
創
生
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

（
塩
田
弘
「
環
太
平
洋
の
地
図
を
紡
ぐ
「
足
あ
と
」
│
ナ
ナ
オ 

サ
カ
キ
と
文
学
的
伝
統
」
よ
り
）

（
注
）
○ 

特
攻
基
地

―
特
別
攻
撃
隊
の
軍
用
基
地
。
爆
薬
を
積
ん
だ
航
空
機
や
魚
雷
・
ボ
ー
ト
等
に
兵
士
が
乗
り
組
み
、敵
艦
隊
に
体
当
た
り
攻
撃
す
る
特
攻
作
戦
は
、

第
二
次
大
戦
末
期
に
実
行
さ
れ
、
陸
海
軍
あ
わ
せ
て
六
千
人
余
り
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

○ 

ソ
ロ
ー

―
十
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
思
想
家
・
作
家
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ソ
ロ
ー
。
各
地
を
旅
し
、
森
で
暮
ら
し
、
自
然
環
境
に
関
す
る
多
く

の
著
作
を
残
し
た
。

○ 

ヒ
ッ
ピ
ー

―
一
九
六
〇
年
代
、
平
和
・
自
由
・
愛
な
ど
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
既
成
の
価
値
観
に
反
抗
し
た
若
者
た
ち
を
指
し
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
世
界

中
に
広
が
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
自
給
自
足
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
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○ 

ビ
ー
ト
詩
人

―
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
た
ビ
ー
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
文
学
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
。
近
代
主
義
を
否

定
、
東
洋
思
想
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
に
関
心
が
深
く
、
ヒ
ッ
ピ
ー
た
ち
か
ら
熱
い
支
持
を
受
け
た
。

○
雲
水

―
修
行
僧
の
こ
と
。

問
1　

二
重
傍
線
部
「
シ
ン
コ
ウ
」
の
漢
字
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、次
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①　

深
厚　
　

②　

振
興　
　

③　

親
交　
　

④　

信
仰　
　

⑤　

深
耕

問
2　

空
欄 

A

 

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①　

汚
す　
　

②　

漂
う　
　

③　

泳
ぐ 　
　

④　

支
配
す
る　
　

⑤　

変
え
る

問
3　

傍
線
部
1
「
一
日
に　

三
㎞
、
四
〇
年
歩
い
て
人
は
地
球
を
一
周
す
る 

／ 

一
日
に　

三
〇
㎞
、
三
六
年
歩
い
て
人
は
月
に
到
着
す

る
」
と
い
う
サ
カ
キ
の
詩
の
一
節
を
解
説
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の

番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。　

①　

宇
宙
・
地
球
に
関
す
る
正
確
な
知
識
と
科
学
的
な
人
間
把
握
に
よ
り
、
人
間
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
確
化
し
て
い
る
。

②　

地
球
を
超
え
宇
宙
へ
届
く
壮
大
な
構
図
を
用
い
、
人
間
の
小
さ
さ
を
乗
り
越
え
飛ひ

翔し
ょ
うし
た
い
と
願
う
心
が
描
か
れ
て
い
る
。

③　

何
も
か
も
が
数
値
に
置
き
換
え
ら
れ
、
数
字
が
一
人
歩
き
し
て
し
ま
う
地
上
の
人
間
社
会
の
生
き
づ
ら
さ
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

④　

具
体
的
な
数
字
に
よ
っ
て
人
間
を
地
球
・
宇
宙
に
位
置
づ
け
、
人
間
も
ま
た
自
然
環
境
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

⑤ 　

地
球
や
月
と
比
べ
て
、
ひ
と
り
の
人
間
が
一
生
の
あ
い
だ
に
歩
み
う
る
距
離
と
時
間
の
矮わ
い

小し
ょ
うさ

へ
の
嘆
き
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
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問
4　

傍
線
部
2
「
足
で
も
っ
て
か
か
れ
た
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中

か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①　

中
国
・
日
本
の
古
典
文
化
を
深
く
学
び
、
自
分
自
身
の
足
の
よ
う
に
そ
の
知
識
を
使
い
こ
な
し
て
書
か
れ
た
と
い
う
意
味
。

②　

中
国
・
日
本
の
偉
人
た
ち
が
伝
え
て
き
た
仏
教
、
特
に
禅
宗
の
教
え
へ
の
篤あ
つ

い
信
仰
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
と
い
う
意
味
。

③　

一
箇
所
に
留
ま
ら
ず
各
地
を
放
浪
し
、
一
つ
の
形
へ
と
収
ま
る
こ
と
の
な
い
深
い
知
性
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
意
味
。

④　

旅
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
と
別
れ
を
繰
り
返
し
、
命
と
自
然
の
は
か
な
さ
を
意
識
し
つ
つ
書
か
れ
た
と
い
う
意
味
。

⑤　

中
国
・
日
本
の
文
化
人
た
ち
の
足
跡
を
な
ぞ
る
よ
う
に
詩
作
の
修
行
を
続
け
て
き
た
努
力
の
上
に
書
か
れ
た
と
い
う
意
味
。

問
5　

空
欄 

X

、

Y

、

Z

 

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の 

① 

〜 

⑥ 

の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ

選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①　

旅
の
中
で
多
く
の
和
歌
を
詠
ん
だ
出
家
し
た
歌
人

②　

写
生
と
い
う
方
法
で
近
代
俳
句
の
基
礎
を
作
っ
た

③　

出
家
し
て
隠
遁
し
、
和
歌
や
「
徒
然
草
」
な
ど
を
残
し
た

④　

親
し
み
の
あ
る
小
動
物
な
ど
を
題
材
と
し
た
俳
人

⑤　

放
浪
し
「
自
由
律
俳
句
」
を
詠
ん
だ

⑥　

俳
諧
師
と
し
て
名
を
な
し
、
多
く
の
浮
世
草
子
を
書
い
た
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問
6　

空
欄 

B

 

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①　

彼
方
か
ら
や
っ
て
き
た
旅
人　
　
　
　

②　

共
通
す
る
先
祖
を
持
つ
親
族

③　

は
か
な
い
命
を
繋
ぐ
地
球
人　
　
　
　

④　

偶
然
の
出
会
い
を
祝
う
異
族

⑤　

愛
と
平
和
を
求
め
る
放
浪
者

問
7　

傍
線
部
3
「
コ
コ
ペ
リ
」
と
東
洋
の
禅
僧
と
の
類
似
性
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中
か

ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①　

俗
世
間
か
ら
離
れ
、
き
び
し
い
自
然
環
境
の
中
で
放
浪
し
、
自
ら
を
顧
み
つ
つ
詩
作
す
る
点
で
両
者
は
共
通
し
て
い
る
。

②　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
文
化
は
中
国
・
日
本
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
コ
コ
ペ
リ
の
原
型
も
実
は
禅
僧
だ
と
い
え
る
。

③　

雲
や
水
の
よ
う
に
一
箇
所
に
留
ま
ら
ず
、
歩
い
て
は
新
た
な
教
え
を
得
、
詩
歌
の
種
を
こ
ぼ
す
点
で
両
者
は
共
通
し
て
い
る
。

④　

自
然
の
中
を
歩
き
、
地
球
と
一
体
化
す
る
よ
う
な
感
覚
の
中
で
、
豊
か
な
実
り
を
ひ
た
す
ら
祈
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。

⑤　

笛
を
吹
い
て
詩
歌
の
種
を
蒔
き
つ
つ
各
地
を
歩
き
回
り
、
豊
作
や
幸
運
を
各
地
に
運
ぶ
と
い
う
点
で
両
者
は
類
似
し
て
い
る
。

問
8　

次
の
ａ
〜
ｆ
に
つ
い
て
、
右
の
文
章
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
に
は 

① 

を
、
合
致
し
な
い
も
の
に
は 

② 

を
マ
ー
ク
せ
よ
。

ａ　

長
崎
の
原
爆
を
目
撃
し
た
こ
と
で
深
い
心
の
傷
を
負
っ
た
サ
カ
キ
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
受
け
入
れ
難
い
存
在
だ
っ
た
。

ｂ　

敗
戦
で
自
決
を
迫
ら
れ
、
九
死
に
一
生
を
得
た
体
験
は
、
そ
の
後
の
サ
カ
キ
の
詩
作
品
に
色
濃
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。

ｃ　

ビ
ー
ト
詩
人
た
ち
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
初
め
て
、
歩
く
こ
と
が
サ
カ
キ
の
詩
作
に
と
っ
て
重
要
な
営
み
と
な
っ
た
。

ｄ　

太
平
洋
を
超
え
地
球
規
模
で
思
考
す
る
サ
カ
キ
は
、
自
然
と
人
間
と
の
根
源
的
関
係
を
テ
ー
マ
に
多
く
の
作
品
を
書
い
た
。

ｅ　

ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ッ
ピ
ー
文
化
の
影
響
を
受
け
た
サ
カ
キ
の
作
風
は
、
日
本
文
芸
の
伝
統
と
か
け
離
れ
た
自
由
度
を
持
つ
。

ｆ　

サ
カ
キ
の
文
学
は
独
特
で
あ
り
な
が
ら
、
歩
き
移
動
す
る
修
行
僧
の
ご
と
き
東
洋
文
芸
の
流
れ
の
中
に
連
な
っ
て
も
い
る
。
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次
の
文
章
は
清
岡
卓た
か

行ゆ
き

の
小
説
『
土
を
選
べ
る
か
』
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
よ
。〔
40
点
〕

十
代
末
ご
ろ
か
ら
二
十
代
半
ば
ご
ろ
に
か
け
て
私
は
、
自
分
の
墓
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
に
と
き
た
ま
捉
え

ら
れ
た
。
性
急
な
答
え
を
求
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
親
し
か
っ
た
友
だ
ち
の
だ
れ
か
に
、
も
し
そ
ん
な
胸
の
中
の
状
態

を
打
ち
明
け
た
と
し
た
ら
、
こ
い
つ
は
ず
い
ぶ
ん
奇
妙
な
不
安
に
お
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
な
と
笑
わ
れ
、
そ
ん
な
こ
と
ど
う
だ
っ
て
い

い
じ
ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
こ
ろ
は
、「
人じ
ん

間か
ん

到い
た

ル
處
と
こ
ろ

青せ
い

山ざ
ん

有
リ
」
と
い
う
漢
詩
の
一
句
が
、
若
い
人
た
ち
の
会
話
の
な
か
で
引
用
さ
れ
て
も
、

│
そ
の
底
に

潜
ま
せ
て
い
る
具
体
的
な
意
味
は
い
つ
も
同
じ
も
の
と
は
か
ぎ
ら
な
か
っ
た
が
、
別
に
お
か
し
く
響
く
こ
と
は
な
い
世
の
中
の
雰
囲
気
で

あ
っ
た
。
十
五
年
戦
争
の
後
半
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
断
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
が
、「
青
山
」
と
い
う

言
葉
は
こ
の
場
合
墓
を
つ
く
る
場
所
を
意
味
し
て
い
る
。

し
か
し
、
私
に
と
っ
て
自
分
の
墓
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
問
い
は
、
そ
の
こ
ろ
の
私
に
底
流
し
て
い
た
あ
る
真
剣

な
悩
み
を
、
端
的
に
か
た
ど
っ
て
く
れ
る
一
つ
の
い
わ
ば
定
か
な
ら
ぬ
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
も
詩
的
な
高
ま
り
を
同
時
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

こ
の
真
剣
な
悩
み
と
は
、
私
が
自
分
の
内
部
に
向
け
た
批
判
と
愛
着
、
そ
し
て
、
自
分
の
外
部
で
あ
る
幾
層
も
の
環
境
に
向
け
た
批
判

と
愛
着
、
そ
れ
ら
が
深
く
嚙か

み
合
っ
て
、
や
が
て
は
避
け
が
た
く
あ
ら
わ
な
も
の
と
な
る
根
底
的
な
矛
盾
を
孕は
ら

ん
で
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
矛
盾
の
す
っ
き
り
と
し
た
解
決
は
、
と
に
か
く
今
は
困
難
と
い
う
よ
り
、
も
し
か
し
た
ら
い
つ
ま
で
も
不
可
能
で
は
な
い

か
と
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
私
は
十
八
歳
の
秋
の
初
め
に
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
大
連
か
ら1
遊
学
の
た
め
東
京
へ
単
身
で
向
か
っ
た
が
、
出
発
し
た

日
の
夜
、
黄
海
を
行
く
大
阪
商
船
の
汽
船
の
デ
ッ
キ
に
ひ
と
り
立
ち
、
空
と
海
を
眺
め
な
が
ら
、
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
自
分

二
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の
墓
を
思
い
浮
か
べ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
の
心
の
形
を
、
二
年
ほ
ど
経た

っ
て
か
ら
文
語
で
詩
に
書
い
て
い
る
。「
商
船
の
夜
」
と
題
し

た
そ
の
詩
の
最
後
の
部
分
と
な
る
八
行
は
こ
う
で
あ
る
。

　

幻
の
島
は
消
え
果
て

　

か
な
た

　

底
ひ
な
き
闇
の
か
な
た
に

　

わ
れ
を
惑
は
し
む
る
怪
鳥
の
し
ば
鳴
け
り

　

ち
ち
は
は
よ

　

不
孝
の
子
を
宥ゆ
る

し
た
ま
へ

　

美
よ

　

わ
が
墳
墓
の
土
く
れ
よ

そ
れ
は
学
校
が
旧
制
の
こ
ろ
の
話
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
海
の
旅
に
先
立
つ
春
に
大
連
第
一
中
学
校
を
卒
業
し
、
た
ま
た
ま
新
設
さ
れ

た
旅
順
高
等
学
校
文
科
の
英
語
を
第
一
外
国
語
と
す
る
ク
ラ
ス
に
入
学
し
た
。
し
か
し
、
夏
休
み
に
な
っ
て
退
学
し
た
。
と
い
う
の
は
、

入
学
一
年
ほ
ど
前
か
ら
翻
訳
で
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ
ー
な
ど
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
た
ち
に
熱
中
し
は
じ
め
た
状
態
が
ま
す
ま
す
激
し
く

な
っ
て
お
り
、
こ
の
学
校
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
思
い
き
っ
て
東
京
に
行
き
、
第
一
高
等
学
校
文
科
の

フ
ラ
ン
ス
語
を
第
一
外
国
語
と
す
る
ク
ラ
ス
に
入
り
た
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
身
勝
手
な
願
望
を
両
親
は
お
お
ら
か
に
す
ぐ
受
け
入
れ
て
く
れ
た
が
、
私
の
胸
の
な
か
に
痛
み
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と

い
う
の
は
、
両
親
に
よ
り
多
く
の
経
済
的
な
負
担
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
来
年
の
受
験
に
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
ず
、
精
神
的
に
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も
余
計
な
不
安
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
私
に
は
「 

A

 

」
と
い
う
密ひ
そ

か
な
思
い
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
、母
に
は
私
の
予
想
し
な
か
っ
た
惨
め
な
思
い
も
さ
せ
て
い
た
。こ
の
夏
休
み
中
の
八
月
の
あ
る
暑
い
日
に
、彼
女
は
汽
車
に
乗
っ

て
旅
順
高
等
学
校
ま
で
出
か
け
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
連
絡
が
と
れ
て
い
た
教
頭
の
先
生
に
、
私
の
退
学
願
の
書
面
を
出
し
て
、
平
謝
り

に
謝
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
私
の
所
業
は
学
校
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
の
た
め
入
学
の
機
会
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
一
人
の
受
験
生

に
対
し
て
も
、
わ
が
ま
ま
な
迷
惑
を
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
退
学
を
決
意
し
た
と
き
、
ま
だ
世
間
を
ろ
く
に
知
ら
な
い
青
二
才
の
私
は

そ
う
し
た
こ
と
に
ま
っ
た
く
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。

引
用
し
た
詩
の
部
分
の
最
初
に
現
わ
れ
る
「
幻
の
島
」
と
は
、
そ
の
こ
ろ
の
私
が
自
分
な
り
の
美
を
求
め
よ
う
と
し
た
詩
作
に
お
い
て
、

好
ま
し
く
思
わ
れ
た
作
品
の
構
図
で
あ
る
。

詩
を
書
く
こ
と
に
憑つ

か
れ
は
じ
め
て
い
た
私
は
、
知
情
意
に
わ
た
っ
て
自
分
を
と
に
か
く
も
し
ば
ら
く
は
満
た
し
て
く
れ
そ
う
な
、
あ

る
い
は
酔
わ
し
て
く
れ
そ
う
な
、
な
ん
ら
か
の
美
の
イ
メ
ー
ジ
を
こ
そ
い
ろ
い
ろ
と
探
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
の
一
つ
の
「
幻
の
島
」
が

汽
船
の
デ
ッ
キ
か
ら
眺
め
る
深
い
夜
の
空
と
海
の
光
景
の
な
か
で
、
大
連
に
い
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
た
し
て
も
消
え
失う

せ
た
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

私
の
求
め
る
こ
の
よ
う
な
美
は
、
常
識
に
お
け
る
美
と
醜
の
ど
ち
ら
を
も
含
み
、
し
か
も
そ
れ
ら
を
超
え
る
高
次
の
美
に
ま
で
達
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
美
は
ま
た
、
個
人
的
な
狭
小
の
道
を
通
じ
て
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
も
ま
だ
可
能
性
に
お
い
て

だ
け
で
あ
っ
て
も
、
真
と
善
の
ど
ち
ら
に
も
必
然
的
に
、
そ
し
て
真
摯
に
結
び
つ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
未
来
に
お
け
る
ど
の
よ
う
な
自
分
の
弱
味
を
無
意
識
的
に
予
感
す
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
と
き
は
自
分
の
人
生
の

す
べ
て
の
目
的
を
意
識
的
に
収
束
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
つ
の
魅
惑
が
欲
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
具
体
的
な
人
生
の
最

終
の
到
達
点
と
し
て
の
「
墳
墓
」
に
か
た
ど
ら
せ
た
か
っ
た
も
の
は
、
そ
の
と
き
す
べ
て
を
統
合
で
き
る
い
わ
ば
こ
よ
な
く

2
形け
い

而じ

上じ
ょ
う的

な
美
そ
の
も
の
の
ほ
か
に
は
な
か
っ
た
。
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と
こ
ろ
で
、
私
は
そ
の
と
き
、
な
ぜ
か
「
わ
が
墳
墓
よ
」
と
高
ら
か
に
言
い
き
る
呼
び
か
け
の
形
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、「
わ
が
墳
墓

の
土
く
れ
よ
」
と
わ
ざ
わ
ざ
視
線
を
あ
ら
た
め
て
そ
の
場
所
の
「
土
く
れ
」
に
注
い
で
い
る
。
こ
れ
は
ど
う
し
て
か
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
、

私
が
こ
よ
な
く
崇あ
が

め
た
「
美
」
に
客
観
的
に
厳
然
と
対
立
し
て
い
る
自
然
や
社
会
に
、
無
意
識
的
に
微か
す

か
な
が
ら
も
怖お
そ

れ
を
も
っ
て
触
れ

た
し
る
し
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
事
情
の
生
生
し
い
延
長
が
見
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
詩
を
書
い
た
数
か
月
後
の
冬
休
み
に
、
東
京
の
第
一
高
等
学
校
の
寮
か
ら

大
連
の
両
親
の
家
に
帰
省
し
た
私
が
、
や
は
り
文
語
で
書
い
た
詩
、
そ
れ
も
単
純
に
「
土
」
と
題
し
た
詩
の
な
か
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

こ
の
作
品
の
内
容
は
、
二
十
歳
に
な
っ
て
い
る
私
が
、
東
京
で
学
級
や
寮
室
の
友
だ
ち
と
た
ま
に
町
に
出
て
酒
を
飲
む
こ
と
を
覚
え
た

た
め
、
当
時
の
日
本
の
植
民
地
の
一
つ
で
あ
る
関
東
州
の
大
連
の
冬
に
あ
っ
て
、
日
本
人
の
酒
場
に
い
わ
ば
気き

紛ま
ぐ

れ
に
し
か
も
ひ
と
り
で

飲
み
に
出
か
け
、
賑に
ぎ

や
か
に
し
て
い
る
男
女
の
コ
ロ
ン
（
植
民
者
）
た
ち
や
店
内
装
飾
な
ど
の
生
臭
く
猥わ
い

雑ざ
つ

な
雰
囲
気
に
ど
う
し
よ
う
も

な
い
異
和
感
を
覚
え
て
、
寒
い
街
路
を
家
に
向
か
う
と
い
っ
た
事
実
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
情
景
の
後
半
に
は
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
事
情
が
あ
る
。

酒
場
で
私
の
周
り
に
い
る
男
女
は
た
ぶ
ん
み
な
日
本
で
生
ま
れ
、
は
る
ば
る
と
こ
の
外
地
に
や
っ
て
き
て
働
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
ま
だ
世
間
知
ら
ず
の
高
校
生
で
あ
る
私
だ
け
は
、
祖
国
は
同
じ
で
も
こ
の
外
地
で
生
ま
れ
育
っ
て
お
り
、
い
ま
な
に
を
し
て
い
る
か

と
い
え
ば
、
両
親
か
ら
学
資
を
も
ら
っ
て
い
る
の
を
い
い
こ
と
に
、
社
会
の
実
生
活
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
感
じ
の
孤
独
の
な
か
に
棲す

ん
で
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
で
あ
る
そ
の
こ
ろ
の
世
の
中
の
風
潮
に
お
い
て
は
、
口
に
出
す
の
も
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
地
球
の
裏
側
の
外
国
語
を

学
び
、
つ
い
で
、
あ
ま
り
に
も
生
き
た
い
た
め
に
か
え
っ
て
現
実
す
べ
て
の
俗
悪
さ
に
ど
こ
ま
で
も
苛い
ら

立だ

ち
、
せ
め
て
お
の
れ
の
俗
悪
さ

を
絶
つ
た
め
に
、
あ
る
い
は
、
世
界
そ
の
も
の
を
拒
む
た
め
に
、
純
潔
を
求
め
る
道
と
し
て
密
か
に
自
死
ま
で
夢
み
て
い
る
。

│
そ
の

よ
う
な
精
神
の
内
部
に
お
け
る
矛
盾
。

そ
し
て
同
時
に
、
い
ま
述
べ
た
年
少
の
詩
情
に
つ
ら
ぬ
か
れ
た
も
の
に
並
べ
て
こ
と
さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
い
る
ま
た
別
の
事
情
が
あ
る
。
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自
分
の
特
殊
な
境
遇
に
か
か
わ
り
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う
に
ひ
た
す
ら
未
来
を
夢
み
る
と
き
、
や
が
て
遥は
る

か
か
な
た
に
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
精
神
的
な
終

し
ゅ
う

焉え
ん

の
空
間
、
い
い
か
え
れ
ば
美
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
せ
つ
な
さ
が
求
め
た 

B

 

の
象
徴
と
し
て
の
墓
は
、
そ

れ
を
実
在
さ
せ
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
地
球
の
上
の
ど
こ
か
の
土
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
問
題
は
出
発
点
の
方
へ
逆
戻
り
す
る

か
の
よ
う
に
、
私
に
は
選
ぶ
べ
き
二
つ
の
候
補
、
す
な
わ
ち
、
両
親
の
故
郷
で
あ
る
日
本
の
高
知
県
の
土
と
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
て
深
く

親
し
ん
で
き
た
大
連
の
土
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ど
ち
ら
に
も
惹ひ

か
れ
る
私
は
、
こ
れ
ら
二
つ
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
る
よ
う
な

感
じ
の
な
か
で
、
ど
ち
ら
と
も
決
め
ら
れ
な
い
。

│
そ
の
よ
う
な
肉
体
の
生
い
立
ち
か
ら
く
る
矛
盾
。

い
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
二
通
り
の
矛
盾
が
不
可
避
的
に
奥
深
く
嚙か

み
合
っ
た
ま
ま
、
私
の
二
十
歳
は
動
き
が
と
れ
な
い
よ
う
な
ぐ
あ

い
に
な
り
は
じ
め
て
い
た
。

（
注
）
○
人
間
到
ル
處
青
山
有
リ

―
「
世
の
中
に
は
ど
こ
に
で
も
墓
地
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
。

○ 

十
五
年
戦
争

―
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
か
ら
、
一
九
三
七
年
か
ら
の
日
中
戦
争
、
一
九
四
一
年
か
ら
の
太
平
洋
戦
争
、
一
九
四
五
年
の
日
本
の
敗
戦
ま

で
の
足
か
け
十
五
年
に
及
ぶ
戦
争
。

○ 

大
連
・
旅
順

―
中
国
の
遼
り
ょ
う

東と
う

半
島
の
港
湾
都
市
。
一
八
九
八
年
か
ら
ロ
シ
ア
の
租
借
地
で
、
日
露
戦
争
後
か
ら
日
本
の
租
借
地
に
な
り
、
第
二
次
世
界
大

戦
で
の
日
本
の
敗
北
に
よ
っ
て
中
国
に
返
還
さ
れ
た
。
大
連
港
は
商
業
港
で
あ
り
、
旅
順
港
は
軍
港
で
あ
っ
た
。

○
黄
海

―
遼
東
半
島
と
山
東
半
島
と
朝
鮮
半
島
に
挟
ま
れ
た
海
洋
。

○
底
ひ
な
き

―
き
わ
め
て
深
い
。

○
し
ば

―
し
き
り
に
。

○
関
東
州

―
遼
東
半
島
に
あ
っ
た
日
本
の
租
借
地
の
呼
称
。
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問
1　

傍
線
部
1
「
遊
学
」
の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、次
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
マ
ー

ク
せ
よ
。

①　

外
国
の
学
校
に
行
く
こ
と

②　

気
楽
な
心
持
ち
で
学
ぶ
こ
と

③　

遊
び
も
し
、
勉
強
も
す
る
こ
と

④　

故
郷
を
出
て
、
他
の
土
地
で
学
ぶ
こ
と

⑤　

勉
強
を
し
な
い
で
、
遊
び
暮
ら
す
こ
と

問
2　

空
欄 

A

 

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①　

幻
の
島　
　

②　

底
ひ
な
き
闇　
　

③　

わ
れ
を
惑
は
し
む
る
怪
鳥　
　

④　

不
孝
の
子　
　

⑤　

墳
墓
の
土
く
れ

問
3　

傍
線
部
2「
形
而
上
的
な
」の
言
い
換
え
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、次
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
マ
ー

ク
せ
よ
。

①　

意
識
的
な　
　

②　

無
意
識
的
な　
　

③　

感
覚
的
な　
　

④　

具
体
的
な　
　

⑤　

抽
象
的
な

問
4　

空
欄 

B

 

に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
本
文
中
の
言
葉
を
、
次
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
マ
ー

ク
せ
よ
。

①　

孤
独　
　

②　

終
焉　
　

③　

純
潔　
　

④　

精
神　
　

⑤　

俗
悪
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問
5　

二
重
傍
線
部
「
そ
の
こ
ろ
の
私
に
底
流
し
て
い
た
あ
る
真
剣
な
悩
み
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の 

① 

〜 

⑤ 

の

中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①　

自
分
の
内
部
に
向
け
た
批
判
と
愛
着

②　

自
分
の
外
部
に
向
け
た
批
判
と
愛
着

③　

精
神
の
内
部
に
お
け
る
矛
盾

④　

肉
体
の
生
い
立
ち
か
ら
く
る
矛
盾

⑤　

精
神
の
内
部
に
お
け
る
矛
盾
と
肉
体
の
生
い
立
ち
か
ら
く
る
矛
盾

問
6　

右
の
文
章
に
お
い
て
、「
私
」
は
「
墳
墓
」
を
ど
う
い
う
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
か
。「
私
」
の
考
え
に
合
致
し
な
い

0

0

0

0

0

も
の
を
、

次
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①　

人
生
の
最
終
の
到
達
点

②　

精
神
的
な
終
焉
の
空
間

③　

美
を
か
た
ど
っ
て
い
て
ほ
し
い
も
の

④　

人
生
の
す
べ
て
の
目
的
を
意
識
的
に
収
束
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

⑤　

自
然
や
社
会
に
、
無
意
識
的
に
微
か
な
が
ら
も
怖
れ
を
も
っ
て
触
れ
た
し
る
し
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問
7　

右
の
文
章
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の 

① 

〜 

⑤ 

の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
せ
よ
。

①　
「
私
」
は
、
詩
人
に
な
る
た
め
に
旅
順
高
等
学
校
を
退
学
し
、
第
一
高
等
学
校
を
受
験
し
た
。

②　
「
私
」
は
、
自
分
の
墓
の
あ
る
べ
き
所
を
自
分
の
生
誕
地
と
両
親
の
出
身
地
と
で
決
め
か
ね
て
い
る
。

③　
「
私
」
は
、
大
連
か
ら
日
本
へ
向
か
う
汽
船
の
中
で
「
わ
が
墳
墓
の
土
く
れ
よ
」
で
終
わ
る
詩
を
書
い
た
。

④ 　
「
私
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
た
く
て
旅
順
高
等
学
校
に
入
学
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
第
一
外
国
語
と
す
る
ク
ラ
ス
に
入
れ

な
か
っ
た
。

⑤ 　
「
私
」
は
、
英
米
と
の
戦
争
中
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
こ
と
は
許
容
さ
れ
て
い
た
風
潮
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
こ
と
を
た

い
へ
ん
恥
ず
か
し
く
思
っ
て
い
た
。


